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「平和」への第一歩 

「検閲」という言葉をご存知でしょうか。検閲は、国などの公権力が雑誌や新聞、図書、放送

などの表現内容を検査し、不適当と判断した場合に発表を禁止することです。戦時中には全国民

が挙国一致して戦争に臨むために不都合とされる図書などの出版物は検閲により意図的に削除

されるなど、厳しい言論統制が取られていました。「言いたいことが言えない」、「読みたいもの

が読めない」、戦時中の日本はそんな窮屈で不自由な時代でした。 

日本各地に点在していた図書館においても検閲は避けることができませんでした。今回紹介

します『「言論統制」の近代を問いなおす』では、戦時中の図書館が検閲によりどのような対応

を迫られていたのか論じています。 

図書や雑誌などの出版物の検閲は内務省によって行われていました。内務省で出版の差し押

さえや閲覧制限などの処分が決定された図書に関しては、地元警察を通して各都道府県の中央

図書館に通達されました。本書では静岡県中央図書館の事例を紹介していますが、基本的にはど

この自治体も同様の対応がとられていたようです。 

検閲による処分対象となった代表的な図書は「マルクス。エンゲルス。レーニン。（中略）ク

ロポトキン等の著述及其訳本」といった社会主義を想起させる図書や「階級対立ヲ示唆セルモノ」

「非戦論 反戦論ヲ鼓吹セルモノ」など戦争に関する図書が検閲による処分を受け、強制的に図

書館の書架から「除去」させられました。除去された図書の多くは警察に押収されました。内務

省からの図書の処分通達は頻繁に行われ、多い時には１か月に何百冊の図書が書架からなくな

りました。こうして戦争の期間を通して、多くの 

図書が影響を受け、閲覧の禁止や制限・押収など

様々な処分が下されました。 

戦後、日本国憲法が公布され、第２１条におい

て言論や出版、表現の自由が保障され、検閲の禁

止も同時に明文化されました。これにより図書館

において警察に押収された閲覧禁止図書が返却さ

れ、再び自由に閲覧が出来るようになりました。 

誰でも自由に自身の言論を表現・出版が出来、

図書館においても何の制限もなくすべての図書の

閲覧が出来る時代が来たのです。そんな自由が保

障された時代の到来こそ「平和」への第一歩だっ

たと思います。 

図 書 室 だ よ り 

編集・発行 

豊山町社会教育センター図書室 
 
〒480-0202 

豊山町大字豊場字和合７２ 

TEL 0568-28-5449 

金ヨンロン他編『「言論
統制」の近代を問いな
おす』 

町図書室にて「今、考え
る平和 2023」の一環で戦
争関連図書コーナーを
設置しています。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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